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【緒言】有機エレクトロニクスは、プリンテッドからストレッチャブル、そしてウェアラブルエ

レクトロニクスへと進化し、フラットパネルディスプレイやタッチパネル、ソフトセンサ、アク

チュエータへの応用が期待されている 1)。柔軟かつ軽量、安価で印刷可能な導電性高分子は、有

機エレクトロニクスにおけるキーマテリアルである。そこで、側鎖にスルホン酸基を有する自己

ドープ型水溶性 PEDOT（S-PEDOT）に着目した。本研究室では最近、重合条件を最適化すること

で 1000 S/cm を超える高い電気伝導度を有する S-PEDOT の合成に成功している 2)。しかし、

S-PEDOT フィルムは硬くて脆く、柔軟性・伸縮性に乏しいという課題があった。本研究では、

S-PEDOTとポリグリセリン（PG）の複合体フィルムを作製し、電気・力学特性について詳細に検

討した。 

【実験】S-EDOT モノマーを酸化重合することで

S-PEDOTを合成した。S-PEDOTと PGの混合溶液

を 120 ~ 180℃でテフロンシャーレ上にキャストす

ることにより、S-PEDOT:PG フィルムを作製した。

フィルムの電気伝導度は抵抗率計（ロレスタGP, 三

菱化学アナリテック）を用いて四探針法により測定

した。 

【結果・考察】S-PEDOT:PG における PG の割合

（WPG）が 50 wt%のフィルムを異なるキャスト温

度で作製したフィルムの電気伝導度を Fig.2 に示

す。キャスト温度の上昇とともに電気伝導度は上

昇し、180℃で 416 S/cmに達した。また、PG添加

によりフィルムは柔らかくなることから、高い電

気伝導度と柔軟性を併せ持つ導電性高分子フィ

ルムの作製に成功した。 
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Fig.1 Chemical structure of fully-soluble self-

doped PEDOT (S-PEDOT).
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Fig.2 Dependence of casting temperature on

electrical conductivity of S-PEDOT:PG films

(WPG = 50 wt%).
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